
                                    

 

青
学
大
戦
は
初
戦
こ
そ
勝

利
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
連

敗
で
勝
ち
点
を
落
と
し
、
最

下
位
に
転
落
し
た
。
西
村
監

督
は
「
野
球
に
な
っ
て
い
な

い
。
や
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
」

と
厳
し
い
口
調
で
語
っ
た
。 

青
学
大
と
は
安
打
の
数

で
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
も

の
の
、
得
点
の
好
機
を
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
高
橋
亮
介
主
将(

法
４)

も
「
当
た
り
前
に
で
き
る
こ

と
を
当
た
り
前
に
や
る
」
と

強
い
決
意
で
試
合
に
臨
ん
だ
。 

２
回
、
酒
井
良
の
右
越
適

時
打
で
先
制
。さ
ら
に
７
回
、

高
石
大
全(

法
４)

が
左
越
三

塁
打
を
放
つ
と
、
続
く
打
者

は
公
式
戦
初
ス
タ
メ
ン
の
中

道
。
監
督
に
「
チ
ー
ム
の
起

爆
剤
と
な
れ
ば
」
と
期
待
さ

れ
た
新
人
は
右
越
適
時
二
塁

打
を
放
ち
、
追
加
点
を
も
た

ら
し
た
。試
合
後
中
道
は「
相

手
投
手
が
い
い
球
を
投
げ
て

い
た
の
で
負
け
じ
と
打
っ
た
」

と
力
強
く
語
っ
た
。 

先
発
の
東
野
は
完
封
で

今
季
２
勝
目
。「
一
人
一
人
の

打
者
に
集
中
し
て
投
げ
た
結

果
が
、
完
封
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
」
と

嬉
し
げ
な
表
情
を
見
せ
た
。 

チ
ー
ム
は
こ
れ
ま
で
２

勝
４
敗
、
勝
ち
点
０
と
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
西

村
監
督
は
「
ベ
ス
ト
な
試
合

が
で
き
る
よ
う
に
、
勝
ち
負

け
で
は
な
く
普
段
や
ろ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
出
せ
る
よ

う
に
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
前

向
き
に
語
っ
た
。 

 

文
＝
山
本
正
太 

写
真
＝
常
木
寛
哉 

                 

 

序
盤
、
試
合
の
主
導
権
を

握
っ
た
だ
け
に
、
悔
や
ま
れ

る
一
敗
だ
。
３
回
に
は
課
題

で
あ
る
打
線
が
つ
な
が
り
長

谷
川
雄
飛(

法
４)

の
左
越
三

塁
打
、
巴
山
颯
太
郎(

法
２)

の
右
前
安
打
で
計
２
点
を
奪

う
と
、
６
回
に
は
敵
失
の
チ

ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
菅
野
赳
門

(

経
２)

の
右
越
二
塁
打
で
さ

ら
に
２
点
を
追
加
す
る
。 

先
発
の
谷
中
は
初
回
か

ら
調
子
の
よ
い
投
球
を
見
せ
、

７
つ
の
三
振
を
奪
う
好
投
。

し
か
し
崩
れ
た
の
は
７
回
。

安
打
が
重
な
り
２
点
を
奪
わ

れ
る
と
、
後
を
任
さ
れ
た
伊

藤
大
海(

経
１)

も
９
回
に
本

塁
打
を
放
た
れ
１
点
差
に
迫

ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
逃
げ
切

り
た
い
駒
大
は
無
死
一
塁
の

場
面
で
高
橋
由
弥(

経
３)

に

試
合
を
託
す
が
、
勢
い
は
止

ま
ら
ず
同
点
に
追
い
つ
か
れ

た
。
延
長
戦
に
突
入
す
る
も

相
手
打
線
が
上
回
る
結
果
に
。 

 

西
村
亮
監
督
は
「
詰
め
が

甘
い
」
と
い
う
言
葉
を
何
度

も
口
に
し
た
。
９
回
の
失
点

も
失
策
が
絡
む
も
の
で
あ
り
、

高
橋
亮
介
主
将
も
「(

課
題

は)

何
気
な
い
と
こ
ろ
で
の

ミ
ス
。
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
試
合
だ
っ
た
」と
語
る
。 

 

第
３
週
に
引
き
続
き
勝
負

は
第
３
戦
目
に
持
ち
込
ま
れ

た
。
明
日
勝
て
ば
勝
ち
点
の

な
い
駒
大
に
と
っ
て
大
き
な

一
勝
と
な
る
。
一
試
合
を
通

し
た
集
中
力
が
求
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。 

文
＝
寒
川
朋
子 

【
左
】
初
ス
タ
メ
ン
の
中
道 

駒  大 ０１０ ０００ １００＝２ 

国士大 ０００ ０００ ０００＝０ 

2016年度春季リーグ戦 

第４週 ４月 25日 

１勝０敗 

 

国
士
大
と
の
初
戦
で
勝
利
を
勝
ち
取

っ
た
。
２
回
に
２
死
三
塁
か
ら
酒
井
良

樹(

法
２)

が
右
越
適
時
打
を
放
ち
先
制

す
る
と
、
７
回
に
は
中
道
大
波(

法
１)

の
右
越
適
時
二
塁
打
で
得
点
を
追
加
し

た
。
先
発
の
東
野
龍
二(

商
３)

は
被
安

打
３
の
完
封
勝
ち
で
今
季
２
勝
目
。 

2016年度春季リーグ戦 

第４週 ４月 26日 

１勝１敗 

       打安点 

(８)米   満   ３００ 

ＰＨ  東     １００ 

８ 諸   積  ２００ 

(４)福  山  ４１０ 

(７)長谷川  ５３１ 

(３)巴  山  ５１１ 

(５)中  道  ４００ 

ＰＨ青  地  １００ 

５ 岡  田  ０００ 

ＤＨ高  石  ３００ 

Ｈ 松  尾  ０００ 

ＲＤ島  田  ０００ 

Ｈ 川合祥  １１０ 

ＲＤ伊藤修  ０００ 

(９)酒井良  ２１０ 

(２)  長   ４００ 

(６)菅  野  ４１２ 

        計 39８４ 

 

      回 打安責 

谷  中 ７ 26５２ 

伊藤大 １ ６２１  

●高橋由 ３ 13３０ 

 

勝
ち
点
を
何
と
し
て
も
奪
取
し
た
い

２
回
戦
。
序
盤
は
先
発
の
谷
中
文
哉(

商

４)

が
三
振
の
山
を
築
く
好
投
を
見
せ

る
。
３
回
と
６
回
に
は
打
線
が
つ
な
が

り
計
４
得
点
。
し
か
し
終
盤
、
リ
リ
ー
フ

陣
が
粘
れ
ず
同
点
に
追
い
つ
か
れ
る

と
、
延
長
戦
の
末
逆
転
負
け
を
喫
し
た
。 

 

国士大 ０００ ０００ ２０２ ０２＝６ 

駒  大 ００２ ００２ ０００ ００＝４ 

 

       打安点 

(８)米  満  ５００ 

(４)福  山  ４１０ 

(６)菅  野  ３００ 

(３)巴  山  ４１０ 

(７)長谷川   ３２０ 

ＤＨ高  石  ３２０ 

(５)中  道  ４１１ 

(９)酒井良  ３１１ 

(２)  長   ３１０ 

        計 31９２ 

 

       回  打安責 

○東 野  ９  31３０ 


